
 

今
年
度
、
Ｊ
Ｒ
九
州
に
入
社
し
福
岡
地
本
管
内
に
配
属
さ
れ
た

１
４
４
名
の
新
入
社
員
全
員
が
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
運
動
や
取
り
組

み
に
賛
同
し
加
入
し
ま
し
た
。 

 

地
本
、
支
部
、
分
会
の
各
級
機
関
が
連
携
を
行
う
中
、
新
入
社

員
に
労
働
組
合
の
必
要
性
と
Ｊ
Ｒ
九
州
を
代
表
す
る
Ｊ
Ｒ
九
州
労

組
の
役
割
を
分
会
役
員
・
青
年
女
性
委
員
会
役
員
が
中
心
と
な
り

訴
え
、
新
入
社
員
か
ら
の
質
問
に
も
対
応
し
た
取
り
組
み
が
行
え

ま
し
た
。  

 

今
後
、
各
支
部
に
お
い
て
ニ
ュ
ー
メ
ン
バ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
の
で
新
規
組
合
員 

の
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
参
加
し
て 

く
だ
さ
い
。 

  

『
小
倉
工
場
支
部
』 

6
月
25
日
（
水
） 

小
倉
工
場
支
部
地
区
事
務
所 

  

『
博
多
支
部
・
本
社
支
部 

 
 
 
 

佐
賀
支
部
合
同
』 

6
月
29
日
（
日
） 

サ
ン
ラ
イ
ン
福
岡
博
多
駅
前 

 
 

 

福
岡
地
本
で
企
画
し
て
い
る
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
中
身
を
少
し
ず
つ
で
す
が
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。 

 

昨
年
、
映
画
『
永
遠
の
０
』
で
も
話
題
に

な
っ
た
大
刀
洗
平
和
祈
念
館
の
見
学
を
行
い

ま
す
。
最
近
憲
法
９
条
改
正
や

憲
法
解
釈
変
更
に
つ
い
て
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
も
う 

一
度
平
和
に
つ
い
て
考
え
ま

し
ょ
う
。 
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労
働
者
保
護
規
制
を
緩
和

す
る
手
続
き
が
着
々
と
進

め
ら
れ
て
い
る
。
▼
さ
ら

に
弱
い
立
場
と
な
る
労
働

者
に
必
要
と
な
る
労
働
組

合
の
存
在
と
機
能
が
今
後

と
も
重
要
に
な
る
。
し
か

し
、
そ
の
組
織
率
は
低
迷

し
た
ま
ま
で
あ
り
、
個
別
労
使
紛

争
の
増
大
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
。
▼
こ
う
し
た
情
勢
は
さ
て
置

き
、
「
ワ
ー
ク
・
ル
ー
ル
」
の
基

本
的
な
こ
と
を
今
月
か
ら
シ
リ
ー

ズ
で
掲
載
し
て
み
た
い
。
▼
労
基

法

35

条
に
休
日
の
規
定
が
あ

る
。
当
然
な
が
ら
鉄
道
事
業
に

あ
っ
て
は
全
員
に
同
時
期
と
い
う

こ
と
は
非
現
実
的
な
こ
と
。
▼
し

た
が
っ
て
、
事
前
に
休
日
が
特
定

さ
れ
る
。
し
か
し
、
突
発
的
な
対

応
の
た
め
、
休
日
と
定
め
ら
れ
て

い
た
日
に
仕
事
と
な
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
。
▼
そ
の
代
償
と
し

て
、
「
休

日

の

振

替
」
や
「
代

休
」
と
い
っ
た
対
処
が
行
わ
れ

る
。
二
つ
は
似
て
い
る
よ
う
だ

が
、
次
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
。

▼
「
休
日
の
振
替
」
と
は
、
事
前

に
特
定
の
労
働
日
を
休
日
に
し
て

お
く
こ
と
。
た
だ
し
、
4

週
4

日
の
法
定
休
日
が
確
保
さ
れ
る
範

囲
内
で
あ
る
こ
と
、
事
前
に
振
替

に
よ
り
休
日
と
な
る
日
を
特
定
し

て
労
働
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
な
ど

就
業
規
則
に
必
要
な
要
件
を
満
た

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
▼
一

方
、
「
代
休
」
は
、
事
前
に
振
り

替
え
る
こ
と
な
く
、
休
日
に
労
働

し
た
あ
と
で
、
そ
の
代
わ
り
に
労

働
日
に
休
ま
せ
る
も
の
で
あ
る
。

▼
代
休
は
、
就
業
規
則
や
労
働
協

約
な
ど
の
規
定
が
な
く
と
も
で
き

る
が
、
そ
の
労
働
し
た
休
日
が
法

定
休
日
の
場
合
、
「
休
日
労
働
」

を
し
た
こ
と
に
な
る
た
め
、
会
社

は
36

協
定
を
結
び
、
労
働
基
準

監
督
署
に
届
け
出
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
割
増
賃
金
の
支

払
い
も
必
要
と
な
る
。  

本田親輝さん 元マンション事業部 

○楽しみ        孫の成長  

○健康状態・健康の秘訣 タバコはやめて3年半、油は控えめ 

              お金は生きていく分だけあれば十分 

○日課・趣味 春の山菜とりに始まり、魚釣り、ソフトボール、潮干狩り、四季折々の風景写真等 

自分の人生あと何年か？今やらないでいつやる？今でしょ！家にいる時間がもったいない。 

○ＪＲ最後の職場と近況について 

マンション事業部からジェイアール住宅へ出向し、そこで最後になりましたが今でもマンション

事業の現状等が気になり時折ＪＲのホームページを見ています。仕事はＪＲセコムで警備員の

仕事をしています。単純な仕事ですが安心安全を提供する仕事で一時も気が抜けません。 

※２８日の引落しが出来ないと延滞扱いになり

ます。ご注意ください。 

福岡地方本部で新たに結成された各支部を福岡地方本部で新たに結成された各支部を福岡地方本部で新たに結成された各支部を福岡地方本部で新たに結成された各支部を

紹介していきます。紹介していきます。紹介していきます。紹介していきます。    

○支部長 石田昌幸（南福岡車両区分会）    

○所属分会（17分会）  

赤間駅連合、香椎駅連合、博多駅連合、南福岡

駅連合、大牟田連合、ＪＲ九州旅行博多、博多

車掌区、南福岡運転区、博多新幹線乗務所、博

多運転区、博多工務連合、南福岡車両区、建設

工事、久留米連合、運行管理、船舶、システム

ソリューションズ 

○支部の特色 

組合員約2,000名が所属しており、福岡地本の半

分を管轄しています。 

○支部体制になって変わったこと 

非専従役員だけで役員体制を構成しているた

め、より効率的な運営ができるよう工夫してい

ます。 

○今後の抱負 

誰もが足を運びやすい支部・事務所になるよう

にしていきます。 

第
85
回
福
岡
メ
ー
デ
ー
開
催 

4

月

26

日
（
土
）
、
舞
鶴

公
園
西
側
広
場
に
お
い
て
、

第
85

回
福
岡
メ
ー
デ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合

福
岡
地
協
か
ら
は
３
０
０
名

の
組
合
員
と
そ
の
家
族
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

式
典
で
は
、
主
催
者
を
代

表
し
て
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
選
出

の
髙
島
会
長
が
、
「
労
働
者

派
遣
法
の
改
正
や
、
解
雇
規

制
の
緩
和
、
長
時
間
労
働
を

強
い
る
こ
と
と
な
り
う
る
制

度
の
導
入
な
ど
、
労
働
者
保

護
ル
ー
ル
の
後
退
に
つ
な
が

る
動
き
が
顕
在
化
し
て
い

る
。
働
く
者
を
踏
み
台
に

し
、
格
差
社
会
を
助
長
さ
せ

る
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
改

悪
を
断
固
阻
止
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
」
と
力
強
く
訴

え
ま
し
た
。 

 
 




